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はじめまして

・公立鳥取環境大学（環境学部教職課程「教育原理」「教育行政
学」「教育実習」等担当）に2012年４月着任（公立化・教職課程新
設と同時）、今年で10年目。

それまでずっと「北関東」（群馬県→栃木県→茨城県）で暮らし
ておりました。

・本学環境学部では、中学校・高等学校教諭一種免許状（理科）が
取得可能。現在、全国で約20名の卒業生が公立学校理科教諭として
教壇に立っています。

・日野町には、2017年から毎年１回は来ています（日野高校の魅力
化にかかわるシンポジウム参加などで）。

でも、まだ「おしどり」を見ておらず、金持神社にも行けており
ません(*´▽｀；) 2



本日のお話

１．義務教育学校とは何か

（１）定義

（２）全国と鳥取県の設置状況

２．なぜ、義務教育学校がよいのか

（１）制度ができた背景・経緯

（２）しくみと特徴：できること

３．先行事例からみえるもの：効
果・メリット

４．日野学園の魅力づくり・可能性

【ねらい】

できるだけわかりやすくお話
をします。

この講演後には、「義務教育
学校っていいじゃない！」「再
来年にできる日野学園が楽し
み！」「この後もずっと義務教
育学校について関心持ち続けた
い！」などの気持ちを持ってい
ただけたら幸いです。
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１．義務教育学校とは何か

（１）定義：何のための学校なのか

（２）全国と鳥取県の設置状況

２．なぜ、義務教育学校がよいのか

（１）制度ができた背景・経緯

（２）しくみと特徴：できること

３．先行事例からみえるもの：効果・メリット

４．日野学園の魅力づくり・可能性
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１．義務教育学校とは何か（１）定義：何のための学校なのか

■学校教育法という法律に次のような規定があります。どんな教育を施す
目的の学校なのかがわかります。

第４９条の２

義務教育学校は、心身の発達に応じて、義務教育として行われる普通教育
を基礎的なものから一貫して施すことを目的とする。

ちなみに、小学校は、「小学校は、心身の発達に応じて、義務教育として行
われる普通教育のうち基礎的なものを施すことを目的とする。」（同法第２
９条）

中学校は、「中学校は、小学校における教育の基礎の上に、心身の発達に
応じて、義務教育として行われる普通教育を施すことを目的とする。」（同
法第４５条）

☞わかるような、わからないような。もう少し、続く条文をみてみましょう。
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第４９条の３

義務教育学校における教
育は、前条に規定する目的
を実現するため、第２１条
各号に掲げる目標を達成す
るよう行われるものとする。

第２１条 義務教育として行われる
普通教育は、教育基本法（平成１８
年法律第１２０号）第５条第２項に
規定する目的を実現するため、次に
掲げる目標を達成するよう行われる
ものとする。

義務教育として行われる普通教
育は、各個人の有する能力を伸ばし
つつ社会において自立的に生きる基
礎を培い、また、国家及び社会の形
成者として必要とされる基本的な資
質を養うことを目的として行われる
ものとする。
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7

１ 学校内外における社会的活動を促進し、自主、自律及び協同
の精神、規範意識、公正な判断力並びに公共の精神に基づき主体的
に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと。

２ 学校内外における自然体験活動を促進し、生命及び自然を尊
重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。

３ 我が国と郷土の現状と歴史について、正しい理解に導き、伝
統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する
態度を養うとともに、進んで外国の文化の理解を通じて、他国を尊
重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。

４ 家族と家庭の役割、生活に必要な衣、食、住、情報、産業そ
の他の事項について基礎的な理解と技能を養うこと。



５ 読書に親しませ、生活に必要な国語を正しく理解し、使用す
る基礎的な能力を養うこと。

６ 生活に必要な数量的な関係を正しく理解し、処理する基礎的
な能力を養うこと。

７ 生活にかかわる自然現象について、観察及び実験を通じて、
科学的に理解し、処理する基礎的な能力を養うこと。

８ 健康、安全で幸福な生活のために必要な習慣を養うとともに、
運動を通じて体力を養い、心身の調和的発達を図ること。

９ 生活を明るく豊かにする音楽、美術、文芸その他の芸術につ
いて基礎的な理解と技能を養うこと。

10 職業についての基礎的な知識と技能、勤労を重んずる態度及
び個性に応じて将来の進路を選択する能力を養うこと。
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もう一度：第４９条の２

義務教育学校は、心身の発達に応じて、義務教育として行われ
る普通教育を基礎的なものから一貫して施すことを目的とする。

☞義務教育として行われる普通教育＝先ほどの10個の目標を達成
するために行われる。これは、小学校でも中学校でも同じこと。
小学校と中学校と違うのは、基礎的なものから一貫して施すこと。

まだよくわかりませんね。あと少し、続く条文をみてみましょう。
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第４９条の４ 義務教育学校の修業年限は、９年とする。

第４９条の５ 義務教育学校の課程は、これを前期６年の前期課程
及び後期３年の後期課程に区分する。

第４９条の６ 義務教育学校の前期課程における教育は、第４９条の
２に規定する目的のうち、心身の発達に応じて、義務教育として行わ
れる普通教育のうち基礎的なものを施すことを実現するために必要な
程度において第２１条各号に掲げる目標を達成するよう行われるもの
とする。

②義務教育学校の後期課程における教育は、第４９条の２に規定する
目的のうち、前期課程における教育の基礎の上に、心身の発達に応じ
て、義務教育として行われる普通教育を施すことを実現するため、第
２１条各号に掲げる目標を達成するよう行われるものとする。

☞どうも、小学校６年＋中学校３年を一貫して教育を行う学校のよう
ですね！
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（２）全国と鳥取県の設置状況

令和３年度学校基本調査（速報値）

全国＝３９都道府県１５１校

北海道１４（＋１分校）／岩手１／
宮城２／秋田１／山形３／福島６／
茨城１２／栃木３／群馬１／埼玉１
／千葉３／東京８／神奈川３／新潟
１／富山３／石川３／福井１／長野
４／岐阜３／静岡１／愛知２／三重
１／滋賀２／京都１０／大阪７／兵
庫７／奈良４／和歌山１／鳥取４／
島根３／広島５／高知２／福岡５／
佐賀６／長崎２／熊本２／大分２／
宮崎２／鹿児島９

・５８，５６８人の子ど
もたち

・５，３８２人の先生方

・７２６人の職員の方

が義務教育学校で生活を
しています。
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■鳥取県には、現在、鳥取市に４校の義務教育学校があります。

12

学校名
（施設形態）

学級数 全校児童生
徒数

（ ）１学級あた
り平均人数：全校
児童生徒数を通常
学級数で除す

開校
年度

統合校

鳥取市立湖南学園
（施設一体型）

９学級＋３特
別支援学級

147名
（16名）

2018（平
成30）

湖南学園小学校と湖南
学園中学校の統合（小
中一貫校より移行）

鳥取市立福部未来
学園（施設一体
型）

９学級＋４特
別支援学級

205名
（22名）

2018（平
成30）

福部未来学園小学校と
福部未来学園中学校の
統合（小中一貫校より
移行）

鳥取市立鹿野学園
（施設分離型）

10学級＋２特
別支援学級

130名
（13名）

2018（平
成30）

鹿野小学校と鹿野中学
校の統合

鳥取市立江山学園
（施設一体型）

９学級＋５特
別支援学級

211名
（23名）

2020（令
和２）

神戸小学校と美和小学
校と江山中学校の統合
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２．なぜ、義務教育学校がよいのか（１）制度ができた背景・経緯
参照：文部科学省「小中一貫した教育課程の編成・実施に関する手引」平成28年
12月

■２００６（平成１８）年に教育基本法が１９４７（昭和２２）年
の制定以来、初めて改正され

第５条第２項に「義務教育として行われる普通教育は、各個人の
有する能力を伸ばしつつ社会において自立的に生きる基礎を培い、
また、国家及び社会の形成者として必要とされる基本的な資質を養
うことを目的として行われるものとする。」という義務教育の「目
的」が定められた。

■２００７（平成１９）年の学校教育法の改正において、小・中学
校共通の目標として、義務教育の「目標」規定が新設（第２１条）
された＝あの10個

☞法令上でも「義務教育」というものが強く意識されるようになっ
た。
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■発達の早期化：小学校５・６年生＝思春期到来

■「中１ギャップ」「小中ギャップ」への対応に有効性

「中１ギャップ」：学校不適応や不登校、いじめ、暴力行為
の件数が小学校６年生から中学校１年生になったときに大幅に
増える。

また、学習面においても「授業の理解度」「学校の楽しさ」
「教科や活動の時間の好き嫌い」について、中学生になると肯
定的回答をする生徒の割合が大きく下がる傾向がある。

☞単なる小学校６年生と中学校１年生の問題としてそれだけに
終わることなく、義務教育９年間全体での取組を充実させるこ
とが重要＝「小中ギャップ」。

そんなに小学校と中学校は違うものなのでしょうか？
15



① 指導体制の違い（小学校：学級担任制／中学校：教科担任制）

② 指導方法の違い（小学校：小学生の発達段階を踏まえた日常生
活に根ざした比較的きめ細かい指導／中学校：中学生の発達段階を
踏まえた比較的抽象度の高い内容を含めた指導）

③ 家庭学習の違い（小学校：宿題の教科間の調整がなされやすい
／中学校：宿題の教科間での調整がなされないことが多い、部活動
その他で時間に追われる、進路選択を念頭に置いたストレスが高ま
る）
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④ 評価方法の違い（小学校：定期試験は実施されない／中学校：
定期試験が実施され、小学校よりもテストに向けた計画的な学習が
必要となる）

⑤ 生徒指導の手法の違い（中学校では思春期を迎える生徒を指導
することもあり、小学校と比較して規則に基づいたより厳しい生徒
指導がなされる傾向）

⑥ 部活動の有無（中学校から部活動が始まり、放課後や休日の活
動を行う機会も増える、先輩・後輩の上下関係が人間関係に占める
割合が高まる場合がある）
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■小中一貫教育については、「研究開発学校」の仕組みの活用な
どを通じて、自治体や学校現場での取組が１０数年以上にわたっ
て蓄積され、顕著な成果が明らかになってきた→一方、現行制度
の範囲内で成果を蓄積してきた市町村からは、小学校と中学校が
別々の学校制度として設計されていることによる様々な限界を超
えて、取組を一層高度化させる等の観点から、正式な学校制度と
して法制化すべきとの要望が寄せられていた。

■平成２７年６月の通常国会で、９年間の義務教育を一貫して行
う新たな学校の種類である「義務教育学校」の設置を可能とする
改正学校教育法が成立し、関係政省令、告示と合わせて平成２８
年４月１日に施行された。
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■小学校と中学校が別々の組織として設置されていたことに起
因していた様々な実施上の課題が解消され、教育主体・教育活
動・学校マネジメントの一貫性を確保した取組が容易になるな
ど、全ての教職員が義務教育９年間に責任を持って教育活動を
行う小中一貫教育の取組を継続的・安定的に実施できる制度的
基盤が整備されたことになった。

→長年、小中一貫教育を行ってきた小学校と中学校が義務教育
学校に移行するパターンと、学校の小規模化に伴う再編・統合
に合わせて義務教育学校を開校するパターンとが見られます。
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（２）しくみと特徴：できること
参照：文部科学省「小中一貫した教育課程の編成・実施に関する手引」平成28年12月
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★学校名に「義務教育学校」と付けなくてもOKです。

→日野町立日野学園

→土浦市立新治学園義務教育学校

→京都市立大原小中学校（愛称：京都大原学院）

→松江市立義務教育学校玉湯学園

比較的、「〇〇学園」とするケースが多いようです。どうしてで
しょう？？
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■「学園」と付されるとき

「〇〇学園」という名称は、以前より私立学校を中心にしばしばみられ、私た
ちにもなじみ深いものである。辞書で「学園」とは、「学校の異称。下級から
上級までの幾つかの学校を含む組織をいう場合が多い」（『広辞苑第七版』岩
波書店、2018年、518頁）と定義されている。確かに、私立学校で複数の学校種
を設置・運営している場合、「学園」と称している学校法人名や学校名は多い。

2000年代に入ってから、公立小中学校で小中一貫教育が展開されるようにな
り、例えば、東京都品川区では、区立第二日野小学校と同日野中学校を母体と
した「日野学園」の開校を皮切りに、2006（平成18）年度より小中一貫教育の
全区展開を始めた。広島県呉市でも、2007（平成19）年度に、市立五番町小学
校と同二河小学校が統合して呉中央小学校の開設とともに、呉中央中学校へと
校名を変更した同二河中学校と小中一貫教育校「呉中央学園」を開校している。
学校としては小学校と中学校は別々、つまり、それぞれの学校に校長と教職員
組織が置かれていても、「〇〇学園」と称されることが多くみられるように
なった（「××市立〇〇学園（□□）小学校」のように）。

→正式校名に「学園」と付すか、愛称として「学園」と付すか、どちらもある。

（川口有美子「「チーム学校」から「チーム学園」へ―２校以上の学校と「チーム」になる意味
―」日本教育事務学会研究推進委員会編『チーム学校の発展方策と地域ユニット化への戦略』学
事出版、126-138頁、2018年） 22



文部科学省が出した「通知」より

（「小中一貫教育制度の導入に係る学校教育法等の一部を改正する法律について
（通知）」平成27年７月30日）

＊義務教育学校は、小学校・中学校の学習指導要領を準用することと
しており、学習指導要領に示された内容項目を網羅して行われること
になるため、小学校・中学校と異なる内容・水準の教育を施す学校で
はないこと。

＊義務教育学校は、９年の課程を前期６年、後期３年に区分すること
としているが、義務教育学校においては、１年生から９年生までの児
童生徒が一つの学校に通うという特質を生かして、９年間の教育課程
において「４－３－２」や「５－４」などの柔軟な学年段階の区切り
を設定することも可能であること。

＊この場合の「学年段階の区切り」とは、前期課程、後期課程の目標
を達成するための課程の変更を意味するものではなく、カリキュラム
編成上の工夫や指導上の重点を設けるための便宜的な区切りを設定す
ることを想定していること。
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＊従来であれば中学校段階の教育の特徴とされてきた教科担任制
や定期考査、生徒会活動、校則に基づく生徒指導、制服・部活動
等を小学校高学年段階から導入して、この学年を区切りとするこ
となどの工夫が考えられること。

＊義務教育学校の課程は、前期６年、後期３年に区分することと
しているが、組織としては一体であり、義務教育学校の教職員は
一体的に教育活動に取り組むこと☞教員による相互乗り入れも可
能。

→要は、９年間という期間をどのように区切ったり、区切るにあ
たりどういった教育活動・指導を取り入れていくのかは、個々の
義務教育学校で考えていいし、考えなくてはいけないということ。

→従来の「小学校文化」「中学校文化」を崩していいし、中学校
入学による「リセット」がない。

→教科指導の充実・教員の実践交流拡大。
24
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３．先行事例からみえるもの：効果・メリット

https://www.acillust.com/main/detail.php?id=390917&word=%E5%B0
%8F%E5%AD%A6%E7%94%9F

◎そもそも、小１～中３が一つの学校で学校生活を送ることとは？

https://www.illust-box.jp/sozai/136378/
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例えば・・・岐阜県の白川村立白川郷学園

・平成29年度義務教育学校開校（平成23年度より小中一貫教育）
・４・２・３制
・前期課程と後期課程の校舎が隣接で別棟
・全児童生徒数１１４名（令和２年度）

＊１年生から９年生までの学校生活が連続し、
生活文化が共有できる学校には大きな特徴とと
もに、強みがある。その一つが「いつでも自ら
の９年先を描き、いつでも９年前を振り返るこ
とができる」環境にある。これは、同時に「上
級生に常に憧れをもちながら、９年間をかけて
リーダー性や自治能力（責任感）を磨き上げて
いくことができる」ことをも意味している。

http://school.shirakawa-go.org/index.html
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＊水川和彦・柘植良雄・高木良太「義務教育学校における９年間の成長を見据えた児童生徒会活動の展開
―児童生徒のあこがれと責任をしなやかに積み上げる指導を通して―」『岐阜聖徳学園大学教育実践科学
研究センター紀要』19、2020年、33-40頁。

＊例えば、通常の「６・３制」の中では、小学校の６年生は、最高
学年である。学校リーダーとしての姿勢、委員会等での企画・立案
など、全校のリーダーとして活動することを要求される。しかし、
本校の６年生は前期課程のリーダーとして活動しつつも、全校リー
ダーの９年生の姿を常に見ることができる。全校のリーダーとして
の活動は９年生に任せながら、自分たちは前期課程への伝達者とし
ての役割や９年生のフォロワーとしての役割を果たしていく。

＊各学年の取組に対する多学年のサポートや協力にも、自分たちの
立ち位置を自覚できるような機会が多くあり、自発的自治的な活動
の有効・・・
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例えば・・・鳥取市立湖南学園＜平成30年度義務教育学校開校（平成20年度より
小中一貫教育）／４・３・２制／前期課程と後期課程校舎一体＞
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でも、大変な面もあります。

例えば、体育的行事などでは、

＊「上級生にまかせきりにならないように、下級生にも『我が事』
の精神で向かわせる工夫が必要である」、「大人数になるため、練
習場所の確保や日程の調整が難しい」、「教員側も小学校のこと、
中学校のこと、縦割りのことなど多くの配慮が必要になる」及び
「今まで６年生がしていた役割がなくなり、６年生の活躍の場面が
なくなってしまった」という課題も指摘されて・・・

植島直生・関耕二「鳥取県における小中一貫教育校でのスポーツ教育の現状と課題」『地域学
論集：鳥取大学地域学部紀要』16（１）77-89頁、2019年。

32



■９年間の長いスパンで
もって、各学年で「何を
めざして・何をやるの
か」を考えるのは、容易
なことではありません。
先生方は大変です。

・目的の共有

・評価をどうするのか
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４．日野学園の魅力づくり・可能性

ここまでの話より、義務教育学校の魅力やそこでの教育の可能性
を感じることができたでしょうか。

日野学園の特徴

■町で唯一の町立学校になる。

■小規模である（約１００人の児童生徒）。

■校舎新設

■すぐ近くに県立日野高校がある。

等々
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■町で唯一の町立学校にな
る。

■小規模である（約１００
人の児童生徒）。

■校舎新設。

■すぐ近くに県立日野高校
がある。

■町のシンボルに！地域活性化の拠点
に！地域人材育成の拠点に！

☞地域の方々の学校運営や地域学校協働
活動への積極的な参画を。

■現在の根雨小・黒坂小・日野中の各校
の規模よりは大きくなりますが、それで
も１学年１学級の小規模校です。小規模
のデメリットを、ICTの活用も含め、郡内
の江府町や日南町の学校と交流するなど
して緩和を。

■地域の方々の活動スペースが常設でき
ればいいですね。

■義務教育と高校教育をつなげて、学び
を豊かに。
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“地域は学校と運命共同体”～鳥取市立若葉台小学校～
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「人口減少時代の新しい地域づくりに向けた社会教育の振興方策について（答申）」中
教審第212号、概要、平成30年12月21日
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最後に・・・
「オール日野」になりましょう！

町民のみなさんへ

すでに、日野町教育に多くの方が熱心にかかわっていらっしゃると思われます。

でも、もっとかかわる人たちを増やしていきましょう。

そのためには、「可能性」（期待できる効果）とやってみた「成果」を人に伝
えていきましょう。

人は「手ごたえ」がわかるとその気になり、ポジティブになれます！

「人が人を呼ぶ！」のです。

地域づくり・学校づくりにかかわること

とても尊いこと
その姿は、とても美しい
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